
今回の日合商解説（vol.77）では、国土交通省の概算要求から住宅局として提出され
ている重点施策について一部抜粋して解説を行います。これまでの施策からの拡充が
主だった施策ではあるものの、連携力が強化されてきています。ひとつひとつの施策
を把握するだけでなく、ストーリーとして全体を見渡していくことが大事になってき
ています。
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2024年度国土交通省住宅局関係予算概算要求から見える今後の重点施策

誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保①
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ライフサイクルカーボンの算出・評価への重点支援

誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保①

子育て世帯など、住居確保が必要な人々が増加していますが、公営住宅の供給が限
られている状態です。そこで、安心して暮らせる多様な住まいの確保に向け、子育て
世帯等が安心して暮らせる住まいの実現や、住宅セーフティネット機能の強化を図っ
ていくことを目的としています。

④ 住宅エコリフォーム推進事業、住宅・建築物省エネ改修推進事業
⑤ 住宅局まとめ



バリアフリー環境整備促進事業②

「バリアフリー環境整
備促進事業」は、高齢者
や障がい者などが建物や
公共施設を安全かつ円滑
に利用できるようにする
制度で、バリアフリー法
に基づいて国土交通省や
自治体が実施します。具
体的には、建築物の改修
や移動システムの整備、
基本構想の策定などが対
象です。また、地方自治
体と民間企業が協力して、
優れた民間建築物の建設
も奨励されています。
バリアフリー法に基づく基本構想・条例等の策定、移動システムの整備、小規模店舗
をはじめとした既存建築ストックのバリアフリー改修工事等を支援し、障害者等が安
心して暮らせる環境の整備を図ることについての継続が明記されました。

ライフサイクルカーボンの算出・評価への重点支援③

「ライフサイクルカーボン」は、製品やサービスなどの生産、使用、廃棄など、その
対象のライフサイクルにわたるCO2排出量の合計を指す概念です。これは、製品や
サービスが生産から廃棄までのすべての段階でCO2排出を考慮し、環境への影響を評
価するための方法論や指標です。ライフサイクルカーボン評価は、製品の持続可能性
を評価し、環境に対する影響を最小限に抑えるために使用されます。
2050年カーボンニュートラルの実現に向け、住宅・建築物の脱炭素化をさらに推進

するとともに、国際的な規制の潮流に対応するため、ライフサイクルカーボンをより
的確に算出・評価する先導的な事業等へ重点的な支援の継続と延⾧が明記されていま
す。



「住宅エコリフォーム推進事業」は、住宅ストックの省エネ化を推進するため、
住宅をZEHレベルの高い省エネ性能へ改修する取組に対して支援を行う制度で
す。「住宅・建築物省エネ改修推進事業」は、建築物の省エネルギー改修を促
進し、エネルギー効率を向上させるためのプログラムや取り組みを指します。
どちらもエネルギー消費の削減、環境への負荷の軽減、エネルギーコストの節
約を目的としています。

令和５年度予算において、住宅の省エネ改修に係る支援メニューの見直しが
行われ、改修に要する費用の実態等を踏まえ、省エネ改修推進に向けての支援
強化が明記されました。

住宅エコリフォーム推進事業、住宅・建築物省エネ改修推進事業④

住宅局まとめ⑤

誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保のために優先的に必要なことが、
高齢化社会に対応する環境整備です。バリアフリー設計は住居だけでなく、街
の小規模店舗や細かな部分にまで工事を行ってよりよいまちづくりが必要に
なっています。

ただし、ただ工事を行うだけでなく、ライフサイクルカーボンについても検討
していくことが求められます。CO2排出量については削減していかなければなら
ないデリケートな問題です。既に存在している既存建築物の有効活用も対策に
なります。このように多くの施策は連結しており、全体を通して施策の動きを
把握しておかないといけません。


